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５ 図１のように，ＡとＢの間は 240cm あり，その線上に 3 点Ｐ，Ｑ，Ｒがあります。3

点は同時に動き始め，一定の速さでＡとＢの間を往復し続けます。動き始めてからの

時間とＡから各点までの距離の関係は図２のようになり，120 秒後に 3 点はＢで重な
きよ り

りました。

(1) 点Ｐの速さは秒速何 cm ですか。

(2) に当てはまる数を答えなさい。

(3) 点Ｑがはじめにあったのは，Ａから何 cm の所ですか。

(4) 3 点Ｐ，Ｑ，Ｒが再びＢで重なるのは，動き始めてから何秒後ですか。
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(1)

上図から，点Ｐは 120 秒で，240 × 3 ＝ 720cm 進むので，

点Ｐの速さは 720 ÷ 120 ＝ 6cm/秒。つまり，秒速 6cm です。

(2) 上図から，点Ｒは 120 秒間で 240 × 2 ＝ 480cm 進むので，

点Ｒの速さは 480 ÷ 120 ＝ 4cm/秒。

また，出発してから，点Ｐと点Ｒは合わせて 240 × 3 ＝ 720cm 進んでいるので

ア＝ 720 ÷(6 ＋ 4)＝ 720 ÷ 10 ＝ 72 (秒) です。

(3) ＰとＲが最初に出会ったのは，出発してから 240 ÷(6 ＋ 4)＝ 24 秒後で，

Ａ地点から 6 × 24 ＝ 144cm のところ。この位置をＣとすると，

このとき点ＱもＣにいるので，点ＱはＣからＢまで，

240 － 144 ＝ 96cm を 120 － 24 ＝ 96 秒で進むので，点Ｑの速さは

96 ÷ 96 ＝ 1cm/秒。

よって，点Ｑは出発してからＣにくるまでに 1 × 24 ＝ 24cm 進んでいるので

点Ｑが最初にあったのは，Ａから 144 － 24 ＝ 120cm の所です。

(4) 点ＰがＢにくるのは，1 回目のあとは 40 × 2 ＝ 80 秒ごと。

点ＱがＢにくるのは，1 回目のあとは 240 × 2 ÷ 1 ＝ 480 秒ごと

点ＲがＢにくるのは，1 回目のあとは 120 秒ごとなので，
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次に 3 点がＢで重なるのは 80，480，120 の最小公倍数が 480 なので，

1 回目の 480 秒後。よって，動き始めてから

120 ＋ 480 ＝ 600 秒後 です。


